
て つ がく 力 フ ェ @ せ んだ い C a 促 P h lo d e S e n d ai

第 1 4 回 ｢ 書評カ フ ェ｣ を開催します !

■第1 4 回 ｢書評カ フ ェ ｣ で取 り上げる本は ､ 村上春樹 の 『眠り』(文春文庫 F 押 ピ ー プル』 収録)
です｡
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ある日 突然､
一

睡 もで きなくな っ た ｢ 私j は ､ 戸惑 い なが ら

もそ の 現実 を受け入れます ｡

眠 らなく な っ て から ｢私｣ は ､ 自分 の 人生 が 拡大され て い る

と感 じ始 め ます｡ ｢ 私｣ は思 い ます｡ 眠 りが ､ 個人の パ タ ー ン 化

された思考と行動 ～ 個人 的傾 向 ～ の偏 り を調整す るた め に ある

の だと した ら ､ 眠 りな ど必 要な い ､ と.,
｢ 私J に と っ て ､ 個人的

傾 向とは
､ 無感動 に機械的 に続けて い る家事作業で した ｡ 目を

つ ぶ っ て で も でき る ､ ボタ ン を押 して レ バ ー を引 っ 張 れば流れ

て いく現 勢 ‥

｡
｢ 私｣ の 前に は ､ 果て しなく覚醒 した暗闇が 見え

始め ます｡

私藩が無意識 に過 ごして い る 日 常また は行動に つ い て ､ ち ょ っ と立ち止 ま っ て 考えて み ませ ん か ｡

( 文責 : 三 野宮幸恵)

■書評カ フ ェ は
､ 単なる扱う本 の感憩やそ の 著書 の 作家論を述 べ 合うだ け では ありませ ん

｡ 本を読ん だ感想をもとに ､ そ

こ か ら浮き上が っ て くるテ
ー ー

マ を 参加者どうしで探り当て
､ く対話〉 をとお して ､ そ の テ ー

マ に 対す る自分自身 の 考えを達

しく して い く こ とを 目的として い ます ( と は い え
､ 難 し い 会ではありません)

｡
み なさま

､ お 気軽にお越しくださ い
｡

■ 第 1 4 回書評カ フ ェ ■ 評者 : 三 野官 幸恵

日 時 : 2 0】4 年 9 月 21 日 ( 日曜 日) 】5 :0 0 ～ 1 7 :00 定員 : 9 名

場所 : カ フ ェ ドギ ャ ル ソ ン (仙 台市青葉区国分町 3
-

2 ･ 2 お い かわ ビル 2 F)

取 り扱う本 ‥ 村上 春樹 著/ 『眠 り』( 文春文庫 『T V ピ
ー プ ル』 収録)

申 し込み ･ 問 い合わせ先 ‥ E - m 扇I c o c o m o O 9$ @ y a】- 0 0 . C O 加 ( 三神 まで)

h t t p :〟t e t 8 u g a k u . m a s a
-

m u n e .j p/i rld e x . h t m l ( て つ がく カ フ ェ @ せ ん だ い H P)

■お知 らせ ■ く3 , 1 1 以降〉 読書会 ｢震災 を読み 解く ため に｣ 始動 しま した ! み なさん と 〈読み の

力〉 を共有 した い と考えて い ます｡ 現在､ 『社会を変えるに は』( 小熊 英二) を読 んで い 藍 す｡ 興味

の あ る方は是 非､ 線引 (p hil cf岳e n d ai a w @ g m ail . c o m ) まで ご連絡く ださ い ｡


